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近年,市場に流通している農産物の多様化が進み,薬用としてだけではなく香辛料や料理
用として,様々な香草類の使用が一般家庭で定着している.こうした香草類を含む農産物の
多様化に伴い,作物の生育状態に合わせて環境制御が可能な人工光型植物工場による高付加
価値化作物の生産に注目が集まっている.環境を適切に制御することで,消費者二ーズに合
つた香りを有する香草類を生産することが可能になれば,高付加価値化が期待される.本論

文は,制御が容易な養液濃度と光強度を栽培期間中に変えること,貯蔵期間における光照射
を行うことで,スイートバジルの放出する香り成分の量や比率に与える影響,水晶振動子
(QCM)センサを用いた簡易な計測システムによる香りの評価に関して,研究成果をまとめた
ものである

本論文は全7章からなり,第 1章では,研究の背景や目的,関連研究,論文構成について
述べている.第2章では実験方法,計測手法,植物材料などの手法について述べている.第
3 章では異なる養液濃度,第 4 章では異なる光強度で栽培したスイートバジルの,香り成分
の違いを述べている.第5章では,収穫から販売までの通常の貯蔵方法と店頭生育維持シス
テムを用いた場合の香り成分の違いについて述べている.第6章では,生産現場で香り成分
を測定できる安価で簡易な水晶振動子センサの利用の可能性について述べている.第7章で

は,得られた成果を総括するとともに,今後の課題について述べている

内容 の 要

香草類の消費量は増加しており,人工光型植物工場で栽培可能な作物とし、て注目されてい
る.人工光型植物工場は,環境制御が容易であり,同品質の作物を一定量毎日提供すること
が可能である.一方,光照射や温度管理を行うため,エネルギーの消費量も多く単位面積当
たりの単価の高い作物の栽培が必須である.栽培養液の濃度や光強度を変えることで香り成

分を豊かにし,香りの質を変更可能であれば,差別化ができ高付加価値の作物として市場に
受け入れられる.また,一般に作物は収穫した直後から劣化が始まることから,販売までの
貯蔵手法が重要になる.特に香草類では香りが重要であり,販売までの期間,香りを維持す
る必要がある.また,生産現場での香り計測では,簡易であり安価であることが求められて
いる.

本論文の主な成果は以下のようにまとめられる. D栽培する養液の濃度を変えることで,

スイートバシルの上部の葉では, cineole,および,微量に含まれているモノテルペン類で

あるα一pinene,β一pi配ne, myrceneの放出量を制御できることを確認できた.2)光強度を
変更した実験では,スイートバジルの代表的な香り成分であるLi船1001, cineole,化)-3-
heX肌a1において,光強度が高い条件で,放出量が有意に多いことを確認できた.3)店頭生

育維持システムを用いた新しい貯蔵方法と冷蔵貯蔵をしたスイートバジルを比較した結果,
Linaloo}, cineole, E昭印01において,店頭生育維持システムを用いた貯蔵法は,冷蔵貯蔵
よりも放出量が有意に多いことが確認され,スイートバジルの香りを高く保った状態で販売
することが可能なことを明らかにした.4)簡易な水晶振動子(QCM)センサを用いて,生産現
場で簡易に香り成分を数値的に評価することが可能であることを示した

本論文はこのように,適切に環境制御をすることで,スイートバジルの香り成分を制御可

能であり,消費者の二ーズに合った多種多様なスイートバジルの生産が可能であることを示
しており,学術的価値の高い成果が得られ,生産現場への応用が期待される成果である.以
上より,本論文は,博士(工学)の学位に相当するものと判定した
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